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泰

教

『
入
樗
伽
経
』

は
多
く

の
経
文

を
引

き
、
そ
れ
に

つ
い
て
世
尊

と
大
慧
菩
薩

が
質
疑
応
答
す

る
こ
と
を

一
つ
の
特
徴

と
し
て
い
る
。

し
か
も

そ
こ
に
引

か
れ

る
。
経

文
は
権
威
あ

る
教
義
教
説

と
し
て
当
時

一
般

に
認

め
ら
れ
て
い
た
の
で

あ

つ
て
、
偶

然
に
引

か
れ
た
も

の
で
な

い
こ
と
は
確

か
で
あ

る
。

実
に
、

そ
の

引
用
文

の
内
容

の
多
岐
に
渡
つ
て
い
る
こ
と
が
、
『
入
樗
伽
経

』
は

内
容

の
統

一
性
を
欠
く

と
い
う
よ
う
な
評
価
を
う
け
る

一
因

と
も
な

つ
て
い
る
。

既
に
引

用
文

の
数
例
に

つ
い
て
は
安
井
広
済
先
生
が
そ

の
予
想

さ
れ
る
出
典
を
明
示
さ

れ

て
い
る
。

本
論
で
は
そ
れ
以
外

の
引
用
文

の
出
典

に

つ
い
て
明
ら
か
に
な
つ

た
中

の
数
例

を
、

『
入
樗
伽
経
』

の
引
用
文
と
そ
の
出
典

の
該

当
文

と

を

対
照

し
て
提
示
す

る
こ
と

に
す
る
。

こ
の
経
文

と
趣
旨

の
上
で
対
応

す
る
も

の
が

『
十
地
経
』

の
次

の
経

文
で
あ

る
。こ

の
経
文

の
中
に
は

二
文

(
下
線
(
a
)
(
b
)
)

が
引
用
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
中
、

(
b
)
に
対
応
す
る
も

の
と

し
て
(
一
)『大
宝
積
経
迦
葉
品
』

の

一
文
、
(
a
)
に
対
応
す

る
も

の
と
し

て
(
二
)『法
華
経
』

の

一
文
が
指
適

さ
れ
る
。

(
一
)
 
l
o
k
a
y
a
t
i
k
o
 
v
i
c
s
l
d
f
j
 
l
s
k
a
d
f
j
 
a
l
k
d
s
d
 
s
k
l
d
f
j
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(
二
)
 
n
a
 
c
a
 
s
a
l
d
f
j
 
f
s
l
d
f
j
 
s
d
l
f
k
j

こ
の
引
用
文

(
下
線
部
)

と
同
文
が

『
宝
性
論
』

に
も
引

用
さ
れ

て
い
る

の

で
、
先
づ

そ
れ
を
見

る
こ
と
に
す

る
。
梵
漢
蔵
を
順

に
示
す

と
、

(
梵
)
 

(
s
l
k
d
j
f
 
l
s
d
k
j
 
f
d
k
s
 
f
s
a
d
)

(漠
) 
彼
経
中
言
。
文
殊
師
利
。
如
来
応
正
遍
知
不
生
不
滅

(蔵
)
d
e
 
d
s
l
f
j
 
s
l
d
f
k
j
 
s
l
d
k
f
j
 
p
o
e
w
r
i

こ
れ
ら
の
文
を
対
照
し
て
み
る
と
『
入
樗
伽
経
』
の
引
用
文
は

『宝
性
論
』

の
引
用
文
と
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で

『
r
p
q
w
 
e
o
r
i
u
 
p
w
e
o
r
u
-

t
s
l
f
a
d
k
f
j
s
d

』
(以
下

『仏
境
界
経
』
)
の
当
該
文
を
見
る

こ
と
に
す
る
。

9
 
文
殊
師
利
。
不
生
不
滅
即
是
如
来
。

(二
) 
文
殊
師
利
。
不
生
不
滅
法
者
即
是
如
来
応
正
遍
知

(三
) 
所
謂
不
生
不
滅
。
妙
吉
祥
。
不
生
滅
者
此
説
即
如
来
増
語
。

(蔵
)
 
s
w
e
o
i
 
r
u
w
e
o
i
 
r
u
o
w
i
e
 
u
r
o
w
e
q

<
d
f
l
g
d
=
g
d
s
f
k
g
j

=
増
語
>

の
有
無

を
注

目
す
れ
ば
、
『
入
携

伽
経
』
に
引

用
さ
れ
た
経
文
は

『
宝
性
論
』
蔵
訳
及

び

『
仏
境

界
経
』
漢
訳
国

と
蔵
訳

と
に

一
致
す

る
。

こ
れ
に
伴

い
、
『
仏
境
界
経
』

は
四
百
年
頃

ま

で

に

は
増
広
の
過
程

を
終

え

て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
の
で
あ

る
。

こ
れ
と
対
応

す
る
も

の
と
し
て
世
親
造

『
t
e
r
o
t
』
第

二

十

類

の
次

の

文
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
に
加

え
て
か

つ
て
安
井
先

生
が
指
適

さ
れ
た

『
入
榜

伽
経
』

の
引
用
文

と
世
親

の

『
e
r
t
r
e
i』
第
二
十

八
頽

の
二
文
も
合
せ
て
参

考

さ

れ

る

べ
き

で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り

『
入
樗
伽
経
』
は

世
親

の

『
w
p
q
o
e
』

の
二

類

を

引
用
し
た
と
推

定
す
る

こ
と
が
可
能

と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

(
注
略
)

入
樗
伽
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